
日本消化器外科学会 国内留学プロジェクト 修了後アンケート 

 

1. 今回、国内留学プロジェクトに参加し、学んだことは何ですか。 
順天堂⼤学肝胆膵外科に２週間の国内留学をさせていただきました。 

先⽣⽅との交流を通じて、カンファレンスにおける⼿術適応へのプロセスや切除範囲の決定、実際
の繊細な⼿術⼿技、周術期管理など、診療全般について学ばせていただきました。特に電気メスでの
繊細な剥離は⾃施設でも実践したくなるようなきれいな⼿術でとても勉強になりました。 

また、施設間での相違点に気づかされることが多く、⾃施設とは異なる視点や考え⽅を学ぶことが
できました。 
 
 
 

2. 今後、自身の所属施設で実践したいと思ったことはありますか。 
電気メスの使い⽅が洗練されており、意識して実践してみようと思いました。 
また、開腹⼿術・ロボット⼿術ともに細かな⼯夫を学ぶことができたので、⾃施設でも取り⼊れてみ
たいと思いました。 
 
 

3. 国内留学プロジェクトの利点として挙げられることはありますか。 
施設間の共通点と相違点を⾒ることができること、また学会などでは分からない実際の現場での診
療のプロセスが経験できることが利点と感じました。 
さらに、今まで交流が少なかった先⽣⽅と直接お話をしたり、交流を深めることができたのは財産
になると思います。   
 
 
 

4. 国内留学プロジェクトの今後の課題として挙げられることはありますか。 
手続きや留学中困ったことなど、些細なことでも良いので記載をお願いします。 
私⾃⾝は困ることはありませんでしたが、留学者が⼿術にどの範囲まで参加可能なのか、⾒学のみ
なのかを含め、診療⾏為の範囲が事前に明確になっていると、受⼊施設・留学者双⽅にとってより分
かりやすいと思いました。 

その他については、皆様に⼤変親切にしていただき、特に困ったことはありませんでした。  
 
 
 

 

 

 


